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安定液で掘削地盤の孔壁を保持する場所打ち杭工法は，19 3 0 年頃にヨーロ
ッパで開発され，日本においては既製杭の打設に伴う騒音・振動が建設公害
として社会問題化した 1 9 6 0 年代から徐々に採用されるようになった．この場
所打ち杭工法に用いられる地盤掘削安定液は，初期の頃はベントナイトを主
材とした懸濁液であったが，地中連続壁工法における研究・開発を背景に，
安定液の増粘性やろ水減少効果を目的に CM C（ Ca rb o x y -M e t h y l  Ce l l u l os e）が


















審査にあたっては，20 1 7 年 11 月 2 3 日に審査員予定者 3 名による予備審査
会を実施し，専攻内縦覧に付してよい旨の判定を得た．11 月 2 3 日から 1 5 日
間の建設工学専攻における縦覧の後，12 月 7 日の専攻会議で博士論文受理申
請が承認され， 1 2 月 21 日の創造理工学研究科運営委員会で論文が受理され
た．2 0 1 8 年 1 月 2 5 日に公聴会を開催するとともに，4 科目の学識確認を実施
した．研究倫理については受理前に申請者が研究倫理科目を受講するととと
もに，論文の剽窃・盗用チェックを実施して問題のないことを確認した．  
 本論文は，序論から結論までの 7 章で構成されているが，以下に各章の概
要と審査結果を述べる．  
 第 1 章は序論であり，ポリマー材を利用した安定液の開発の目的と地盤掘
削用安定液として必要な機能を明らかにするとともに，本論文の構成と各章
の概要を要約している．  































異なるポリマー安定液の分離試験を実施し，安定液の比重が 1 . 0 5 以下であれ






係する泥膜厚さについては，ポリマー安定液の場合は 0 . 5 mm 程度で十分薄く，
泥膜によるマッドケーキの増大で杭径を縮小させる恐れがないことが示され
ている．鉄筋とコンクリートとの付着性能への影響については，既往の安定













第 6 章では，第 5 章で考案したポリマー安定液の現場管理手法を実際の場







より ,ポリマー安定液はコスト改善効果が期待できる．  









本論文は博士 (工学 )の学位論文として価値あるものと認める。  
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